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小関弘展,本田祐一郎,砂川伸也,松村 海,坂本淳哉,沖田 実：不動性骨萎縮による機械的骨強度. The Japanese Journal of
Rehabilitation Medicine 58(5): 565-571, 2021. ★

石井 瞬,夏迫歩美,福島卓矢,神津 玲,宮田倫明,中野治郎：全国がん診療連携拠点病院でのリンパ浮腫外来における運動療
法の実態調査. 理学療法学 48(3): 330-336, 2021.

海部佳純,石松祐二,松浦江美,神津 玲,澤井照光,花田匡利,原 敦子,城戸貴志,石本裕士,坂本憲穂,尾長谷 靖,田中宏典,迎 寛：
間質性肺疾患患者の身体活動量の特性と関連要因の検討. 保健学研究 34: 67-75, 2021.

米倉暁彦,岡崎成弘,中添悠介,滝田裕之,千葉 恒,尾﨑 誠,小関弘展：脛骨顆外反骨切り術(TCVO)の術後成績に影響を与え
る因子の検討. 整形外科と災害外科 70(4): 836-837, 2021.

沖 侑大郎,関川清一,山田莞爾,木村雅彦,神津 玲,玉木 彰：Post-COVID-19 Functional Status Scale日本語暫定版の開発. 日
本呼吸器学会誌 10(2): 113-115, 2021.

加藤倫卓,高橋哲也,安藤守秀,小幡賢吾,河合佑亮,神津 玲,児島範明,小松 寛,藤本トオル,中村謙介,山下康次,山下遊平,宇都
宮明美,西田 修,日本集中治療医学会集中治療PT・OT・ST委員会集中治療に従事する理学療法士等の能力要素検討ワー
キンググループ：集中治療領域で働く理学療法士のためのミニマムスタンダード 医師、看護師および理学療法士によ
る合意形成. 日本集中治療医学会雑誌 28(3): 237-254, 2021.

山田 麻和,東 譲二,増村 広志,葛島 志保,冨永 千恵子,池側 緑,古山 雅子,折口 智樹：当院における関節リウマチ患者の身体
活動及び運動、リハビリテーションに関する実態調査. 九州リウマチ 41(2): 77-85, 2021.
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13 . 柿田徹郎,片岡英樹,高尾奏二朗,野元祐太郎,山下潤一郎,近藤康隆,縄田 厚,本田祐一郎,坂本淳哉,沖田 実：視覚及び聴覚
feedbackを用いた足関節底屈筋の等尺性筋収縮運動が足部・足関節骨折患者の痛みや運動機能、QOLに及ぼす影響.
Pain Rehabilitation 11(2): 95, 2021.

沖田星馬,佐々木 遼,宮原祥汰,本川智子,本田祐一郎,坂本淳哉,沖田 実：低出力レーザー療法がラット膝関節炎の腫脹や痛
みにおよぼす影響. Pain Rehabilitation 11(2): 121, 2021.

大賀智史,本田祐一郎,梶原康宏,佐々木 遼,田中なつみ,高橋あゆみ,吉村萌華,坂本淳哉,縄田 厚,沖田 実：不活動性筋痛に対
するベルト電極式骨格筋電気刺激の効果. Pain Rehabilitation 11(2): 120, 2021.

宮原祥汰,坂本淳哉,本川智子,佐々木 遼,本田祐一郎,沖田 実：継続的な歩行運動により膝OA惹起後の痛みが軽度となる
メカニズムの検討 動物モデルを用いた基礎的検討. Pain Rehabilitation 11(2): 118, 2021.

近藤康隆,吉田佳弘,大賀智史,本田祐一郎,片岡英樹,坂本淳哉,沖田 実：当院における人工膝関節全置換術後の慢性術後痛
に関する調査 発生率および患者の特徴について. Pain Rehabilitation 11(2): 112, 2021.

坂本有希倫,坂本淳哉,田中なつみ,梶原康宏,山下正太郎,井上恒平,寺尾 瞳,本田祐一郎,尾﨑 誠,沖田 実：人工股関節全置換
術後の慢性術後疼痛に関する後方視調査. Pain Rehabilitation 11(2): 98, 2021.

森 大地,田中貴子,板木雅俊,山下潤一郎,岩佐恭平,神津 玲：通所リハビリテーション利用中の慢性呼吸器疾患患者におけ
る身体機能および社会的背景の特徴. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 30(Suppl.): 168s, 2021.

鈴木拓海,吉野友恵,濱部美子,板木雅俊,田中貴子,神津 玲：通所リハビリテーションを利用中の呼吸器疾患患者における
再入院の特徴. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 30(Suppl.): 163s, 2021.

近藤康隆,松崎敏朗,吉田佳弘,本田祐一郎,片岡英樹,坂本淳哉,沖田 実：人工膝関節全置換術後早期からの視覚および聴覚
feedbackを用いた大腿四頭筋の筋収縮運動の長期効果の検討. 理学療法学 47(Suppl.1): 76, 2021.

陶山和晃,森下辰也,板木雅俊,田中貴子,北川知佳,千住秀明,吉嶺裕之,力富直人,真崎宏則,神津 玲：COPD患者に対する新た
な呼吸リハビリテーションの提供を目指した医療・教育・行政機関連携による呼吸器教室の有用性. 理学療法学
47(Suppl.1): OS1, 2021.

本川智子,坂本淳哉,宮原祥汰,佐々木 遼,本田祐一郎,沖田 実：低強度の筋収縮運動がラット末期変形性膝関節症モデルの
痛みにおよぼす影響. Pain Rehabilitation 11(2): 121, 2021.

岡田芳郎,俵 祐一,柿澤佑輔,川村里奈,國枝顕二郎,重松 孝,大野友久,藤島一郎,神津 玲：ピークフローと強制呼出手技時の
呼気流量は咳嗽時最大呼気流量の代替指標となりうる 若年健常者での検討. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌
30(Suppl.): 182s, 2021.

遠山柊介,宮城昭仁,蒔本憲明,名倉弘樹,吉永龍史,田中貴子,神津 玲：食道がん術後における運動耐容能の臨床的特徴. 日
本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 30(Suppl.): 172s, 2021.

沖田 実：関節可動域制限 Part2. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカニズム，三輪書店 : 215-227, 2021.

本田祐一郎：Column 結合組織の構造と機能. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカニズム，三輪書店 : 61-64,
2021.

坂本淳哉：Column 軟部組織損傷に対するリハビリテーションの考え方. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカニ
ズム，三輪書店 : 103-105, 2021.

本田祐一郎：Column 筋肥大のメカニズムにかかわる分子機構. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカニズム，三
輪書店 : 195-198, 2021.

沖田 実：Column 筋性拘縮の発生・進行のメカニズムにかかわる分子機構. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカ
ニズム，三輪書店 : 228-230, 2021.

坂本淳哉：疼痛 Part1. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカニズム，三輪書店 : 33-48, 2021.

坂本淳哉：疼痛 Part2. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカニズム，三輪書店 : 49-60, 2021.

坂本淳哉：靱帯損傷. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカニズム，三輪書店 : 81-91, 2021.

本田祐一郎：筋損傷. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカニズム，三輪書店 : 139-153, 2021.

沖田 実：関節可動域制限 Part1. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカニズム，三輪書店 : 199-213, 2021.

矢野雄大,神津 玲：. リハビリテーション医学（Crosslink basic リハビリテーションテキスト）, メジカルビュー社 :
2021.

小関弘展：浮遊微粒子研究からわかってきた問題と対策. 低侵襲手術における感染対策マニュアル, 全日本病院出版会
98: 27-33, 2021.

沖田 実：総論. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカニズム，三輪書店 : 3-19, 2021.

本田祐一郎：炎症. 運動器の傷害と機能障害－その病態とメカニズム，三輪書店 : 21-32, 2021.
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田中なつみ,本田祐一郎,梶原康宏,片岡英樹,坂本淳哉,沖田 実：筋性拘縮の発生に関わるマクロファージの集積は活性型
caspase-3を介した筋核アポトーシスが関与する. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 58(特別号): 2-9, 2021.

吉村萌華,高橋あゆみ,梶原康宏,田中なつみ,本田祐一郎,坂本淳哉,沖田 実：ベルト電極式骨格筋電気刺激を用いた筋収縮
運動が筋性拘縮におよぼす影響. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 58(特別号): 1-6, 2021.

本田祐一郎,梶原康宏,大賀智史,田中なつみ,吉村萌華,高橋あゆみ,坂本淳哉,縄田 厚,沖田 実：HIF-1αを標的とした筋性拘
縮の新規介入戦略の開発に関する研究 電気刺激誘発性筋収縮運動に着目して. The Japanese Journal of Rehabilitation
Medicine 58(特別号): 1-4, 2021.

宮原祥汰,坂本淳哉,本川智子,佐々木 遼,本田祐一郎,沖田 実：継続的な歩行運動により膝OA惹起後の痛みが軽度となる
機序の検討 動物モデルを用いた基礎的検討. 日本ペインクリニック学会誌 28(プログラム号): O32, 2021.

坂本有希倫,坂本淳哉,田中なつみ,梶原康宏,山下正太郎,井上恒平,寺尾 瞳,本田祐一郎,沖田 実：人工股関節全置換術後の
慢性術後疼痛の発生率および術後急性期における特徴に関する後方視的調査. 日本ペインクリニック学会誌 28(プログ
ラム号): O4, 2021.

坂本淳哉,管 恭徹,土橋美鈴,宮原祥汰,本川智子,佐々木 遼,沖田 実：低強度の筋収縮運動がラット変形性膝関節症モデル
の軟骨下骨の変化におよぼす影響. 日本ペインクリニック学会誌 28(プログラム号): O32, 2021.

小関 弘展,梶原 康宏,本田 祐一郎,坂本 淳哉,沖田 実,尾﨑 誠：ベルト電極式骨格筋電気刺激装置が不動性骨萎縮に及ぼす
効果. 日本整形外科学会雑誌 95(8): S1704, 2021.

遠山柊介,蒔本憲明,名倉弘樹,吉永龍史,田中貴子,小林慎一朗,金高賢悟,丸屋安広,江口 晋,神津 玲：術前から始める病院間
連携食道がんリハビリテーションプログラムとその有用性. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 75回: 135,
2021.

佐々木 遼,大賀智史,田中なつみ,梶原康宏,後藤 響,近藤康隆,片岡英樹,本田祐一郎,坂本淳哉,沖田 実：変形性股・膝関節症
患者に対する運動療法と患者教育が身体活動量や痛みにおよぼす効果 メタアナリシスによる検討. 日本運動器疼痛学会
誌 13(4): S83, 2021.

宮原祥汰,坂本淳哉,本川智子,佐々木 遼,本田祐一郎,沖田 実：継続的な歩行運動の実践が膝OAの痛みを軽度に抑える生
物学的機序の検討. 日本運動器疼痛学会誌 13(4): S82, 2021.

坂本有希倫,坂本淳哉,梶原康宏,山下正太郎,井上恒平,寺尾 瞳,田中なつみ,本田祐一郎,尾﨑 誠,沖田 実：人工股関節全置換
術後に慢性術後疼痛を呈する患者の急性期病院における特徴. 日本運動器疼痛学会誌 13(4): S82, 2021.

坂本淳哉,宮原祥汰,本川智子,佐々木 遼,沖田 実：筋収縮運動による変形性膝関節症の疼痛軽減効果の機序には破骨細胞
の動態が関与する. 日本運動器疼痛学会誌 13(4): S98, 2021.

片岡英樹,西 紘太朗,山下潤一郎,坂本淳哉,沖田 実：器質的問題の明確化がリハ効果の向上をもたらし、慢性疼痛の難治
化を予防できた足関節傷害の一例. 日本運動器疼痛学会誌 13(4): S83, 2021.

後藤 響,片岡英樹,山下潤一郎,坂本淳哉,沖田 実：大腿骨近位部骨折術後の疼痛とADLの経時的変化 認知機能低下の有無

による検討. 日本運動器疼痛学会誌 13(4): S78, 2021.

近藤祐太朗,片岡英樹,野元祐太郎,中川晃一,後藤 響,山下潤一郎,森田 馨,坂本淳哉,沖田 実：脊椎圧迫骨折患者における強

い腰背部痛の残存に関連する因子の検索. 日本運動器疼痛学会誌 13(4): S63, 2021.

田中貴子,千住秀明,神津 玲：肺年齢測定がCOPD認知度と関連する意識に及ぼす影響. 日本呼吸ケア・リハビリテーショ
ン学会誌 31(Suppl.): 190s, 2021.

岩本昂樹,陶山和晃,森下辰也,北川知佳,城石涼太,猿渡 聡,池内智之,田中貴子,神津 玲：慢性閉塞性肺疾患患者の認知機能

とその関連因子. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 31(Suppl.): 169s, 2021.

近藤祐太朗,片岡英樹,野元祐太郎,中川晃一,後藤 響,山下潤一郎,森田 馨,坂本淳哉,沖田 実：強い腰背部痛が残存する脊椎

圧迫骨折患者の入院時の特徴に関する検討. Pain Rehabilitation 11(2): 80, 2021.

田中貴子,城石涼太,池内智之,森 健太郎,神津 玲,沖田 実：慢性疼痛を有する慢性閉塞性肺疾患患者の臨床的特徴. Pain
Rehabilitation 11(2): 74, 2021.

梶原康宏,小関弘展,本田祐一郎,田中なつみ,大賀智史,佐々木 遼,高橋あゆみ,吉村萌華,坂本淳哉,縄田 厚,沖田 実：ベルト
電極式デバイスによる電気刺激誘発性強縮運動が不動性骨萎縮におよぼす影響. The Japanese Journal of Rehabilitation
Medicine 58(特別号): 2-10, 2021.

佐々木 遼,坂本淳哉,大賀智史,田中なつみ,梶原康宏,宮原祥汰,本川智子,沖田星馬,本田祐一郎,沖田 実：低強度パルス超音

波フォノフォレーシス療法による痛み軽減効果の生物学的機序の検討 ラット膝関節炎モデルを用いた検討. Pain
Rehabilitation 11(2): 93, 2021.

梶原康宏,本田祐一郎,大賀智史,佐々木 遼,田中なつみ,吉村萌華,高橋あゆみ,坂本淳哉,縄田 厚,沖田 実：不動によって惹起
される拘縮、痛みに対する電気刺激誘発性単収縮運動の効果. Pain Rehabilitation 11(2): 93, 2021.

盛田日菜子,坂本淳哉,梶原康宏,田中なつみ,山下正太郎,井上恒平,寺尾 瞳,本田祐一郎,尾﨑 誠,沖田 実：人工膝関節全置換
術後の急性期に強い痛みを呈する変形性膝関節症患者の術前の特徴. Pain Rehabilitation 11(2): 79, 2021.

本田祐一郎,佐々木 遼,大賀智史,田中なつみ,梶原康宏,沖田星馬,後藤 響,片岡英樹,坂本淳哉,沖田 実：変形性股・膝関節症
患者に対する運動療法と患者教育の効果 身体活動量と痛みをアウトカムとした定量的システマティックレビュー. Pain
Rehabilitation 11(2): 72, 2021.
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小関 弘展,樋口 隆志,砂川 伸也,米倉 暁彦,尾﨑 誠：高位脛骨骨切り術と脛骨顆外反骨切り術の臨床成績と手術関連因子
の影響. 第49回日本関節病学会抄録集 :  2021.

樋口 隆志,小関 弘展,砂川 伸也,米倉 暁彦,尾﨑 誠：脛骨顆外反骨切り術の臨床成績に影響を及ぼす手術関連因子の検討.
第5回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会抄録集 :  2021.

及川真人,花田匡利,名倉弘樹,竹内里奈,坂本憲穂,尾長谷 靖,石松祐二,迎 寛,神津 玲：間質性肺疾患患者における急性増悪

による院内死亡に関連する因子. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 31(Suppl.): 168s, 2021.

樋口陽美,森下一樹,町口 輝,花田匡利,石松祐二,坂本憲穂,迎 寛,神津 玲：間質性肺疾患急性増悪患者における退院時ADL
低下とその関連因子. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 31(Suppl.): 167s, 2021.

森 大地,池内智之,板木雅俊,岩佐恭平,大濱慎一郎,北川知佳,田中貴子,神津 玲,河野哲也,津田 徹：慢性呼吸器疾患患者の要
介護度認定結果の満足度と問題点. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 31(Suppl.): 181s, 2021.

本田祐一郎,梶原康宏,佐々木 遼,吉村萌華,高橋あゆみ,沖田星馬,片岡英樹,坂本淳哉,沖田 実：筋性拘縮の進行に対するベ
ルト電極式骨格筋電気刺激法の効果検証. 日本物理療法学会学術大会抄録集 28: 39, 2021.

神津 玲,北川知佳,池内智之,田中貴子：呼吸器疾患患者のセルフマネジメント支援 運動療法と栄養のセルフマネジメン

ト. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 31(Suppl.): 100s, 2021.

佐々木 遼,坂本淳哉,梶原康宏,宮原祥汰,本川智子,本田祐一郎,沖田 実：ジクロフェナクを用いた低強度パルス超音波フォ

ノフォレーシス療法による疼痛軽減効果 ラット膝関節炎モデルを用いた実験的検討. PAIN RESEARCH 36(4): 277, 2021.

宮原祥汰,坂本淳哉,本川智子,佐々木 遼,本田祐一郎,沖田 実：継続的な歩行運動は滑膜におけるマクロファージの動態と

IL-1βの発現抑制を介して膝OA惹起後の痛みを軽度に抑える. PAIN RESEARCH 36(4): 277, 2021.

本川智子,坂本淳哉,宮原祥汰,佐々木 遼,本田祐一郎,沖田 実：末期変形性膝関節症に対する筋収縮運動の疼痛軽減効果の
検討 動物モデルを用いた検討. PAIN RESEARCH 36(4): 275, 2021.

坂本淳哉,宮原祥汰,本川智子,佐々木 遼,沖田 実：変形性膝関節症に対する筋収縮運動の疼痛軽減効果には軟骨下骨の破
骨細胞とNGFの動態が関与する. PAIN RESEARCH 36(4): 275, 2021.

平瀬達哉,沖田 実,牧迫飛雄馬：地域住民における痛みがCOVID-19流行に伴う身体活動量の変化におよぼす影響. Pain
Rehabilitation 11(2): 125, 2021.

片岡英樹,後藤 響,本多彩菜,山口 萌,野元祐太郎,近藤祐太朗,山下潤一郎,平瀬達哉,坂本淳哉,沖田 実：脊椎圧迫骨折患者に

対する行動医学的介入を併用したリハビリテーションの効果検証-無作為化比較試験. Pain Rehabilitation 11(2): 73,
2021.

及川真人,花田匡利,名倉弘樹,土谷智史,松本桂太郎,宮崎拓郎,澤井照光,山崎直哉,永安 武,神津 玲：非小細胞肺癌患者にお

ける肺切除術後早期の運動耐容能に影響を及ぼす要因. 日本呼吸器外科学会総会(Web) 38th:  2021.

平瀬達哉：ロコモ・サルコペニア・フレイルと痛み. Pain Rehabilitation 11(2): 56, 2021.

田中貴子,板木雅俊,城石涼太,神津 玲：COPD患者に対する呼吸介助手技の単回実施が運動耐容能に与える影響. 日本呼
吸ケア・リハビリテーション学会誌 30(Suppl.): 161s, 2021.

田中なつみ,本田祐一郎,梶原康宏,片岡英樹,坂本淳哉,沖田 実：筋性拘縮の発生メカニズムに関わる分子機構の探索. 理学
療法学 47(Suppl.1): 215, 2021.

小関 弘展,栗原 正紀,松坂 誠應,砂川 伸也,松村 海,尾﨑 誠：長崎県における大腿骨近位部骨折の疫学と危険因子. 日本整
形外科学会雑誌 958:  2021.

小関 弘展,志田 崇之,砂川 伸也,松村 海,尾﨑 誠：表皮ブドウ球菌の生体材料表面付着に対する牛血清アルブミンと温度

の影響. 日本整形外科学会雑誌 958:  2021.

梶原 康宏,小関 弘展,松林 昌平,尾﨑 誠：ベルト電極式骨格筋電気刺激装置が不動性萎縮骨の強度に及ぼす効果. 第49回
日本リハビリテーション医学会九州地方会抄録集 :  2021.

砂川 伸也,渡部 果歩,西山 裕太,竹内 明日香,小関 弘展：バックスクワットの動作速度が床反力に及ぼす影響. 第49回日本
リハビリテーション医学会九州地方会抄録集 :  2021.

小関弘展：Dynamic motion analysis of scratch(掻破行動を科学する ～掻痒感の客観的評価の試み～). 29th International
Symposium of Itch :  2021.

小関 弘展,松林 昌平,尾﨑 誠：掻破行動の運動学的分析. The Japanese Journal of Rehabilitation Medicine :  2021.

小関 弘展,松林 昌平,尾﨑 誠：ベルト電極式骨格筋電気刺激装置が不動性萎縮骨の強度に及ぼす効果. The Japanese
Journal of Rehabilitation Medicine :  2021.

砂川 伸也,小関 弘展,野口 智恵子,米倉 暁彦,松村 海,渡部 果歩,尾﨑 誠：垂直層流式バイオクリーン手術室の入退室歩行

動作による足元の微粒子拡散. 第44回日本骨・関節感染症学会学術集会抄録集 :  2021.

小関 弘展,砂川 伸也,松村 海,志田 崇之,尾﨑 誠：バイオフィルム形成に及ぼすバイオマテリアルの特性. 第44回日本骨・
関節感染症学会学術集会抄録集 :  2021.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

2021

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

131.774

91

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

13.177 3.876

B-a

103

A-c

93

146

論文数一覧

A-e SCI合計 B-a B-c B-d B-eA-d

B-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b

学会

合計

2021

2021

63

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.295 4.300 0.791 3.400

合計 総計

2021 42 0 1 0 0 3443 12 11 17 0

A-a A-b B-b

総計

1 0 1 2 6 7 78

A-a A-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b

学会


